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令和6年度

日時 令和６年７月27日(土）
午前の部

10：00～11：50
（上映のみ）

午後の部

13：30～16：00
(ミニトークあり)

会場

報告

映画上映会「野球少女」
「マドンナ松山」選手によるミニトーク

2019/韓国/105分

参加者の声

・【40代男性】イ・ジュヨンの作品なので観に来ましたが、女性
 　の野球選手について知らないことばかりで、勉強になりました。

・【40代女性】夢をあきらめない強い気持ち、スインの行動力に
　 涙です。
・【50代女性】最後まであきらめない、あきらめない勇気が人の
　 心を変えていくということを改めて学びました。

・【60代男性】女性の社会参画に関し、受ける側の姿勢、社会
　 の流れ、世論も含め、多角的に観るということが重要と思った。

・【60代女性】人として生き方・友情、あきらめない力を持つ女
　 の子がよかった。
・【70代女性】ここでの映画はいつも楽しみです。
　 私の年代では選ばないことが多いので。

・【50代男性】チェ・ユンテ監督作品なので、とても期待して
　 いた。

・【70代男性】家族愛のテーマ、母親の愛、よかった。

　 青春の日々をすべて野球に捧げ、〈天才野球少女〉と称えら
れてきたチュ・スイン。高校卒業を控えたスインは、プロ野
球選手になる夢をかなえようとするが、〈女子〉という理由で
テストさえ受けさせてもらえない。母や友だち、野球部の監
督からも、夢を諦めて現実を見るようにと忠告されてしま
う。「わたしにも分からないわたしの未来が、なぜ他人に分か
るのか」─自分を信じて突き進むスインの姿に、新しく就任
したコーチ、チェ・ジンテが心を動かされる。同じくプロに
なる夢に破れたジンテは、スインをスカウトの目に留まらせ
るための作戦を練り、特訓を開始する。次々と立ちふさがる
壁を乗り越えたスインは、遂にテストを受けるチャンスを掴
むのだが─。



マドンナ松山選手の皆さんの声
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報告

映画上映会「野球少女」
「マドンナ松山」選手によるミニトーク

参加者の声

・【40代女性】野球にも仕事・学業にも全力で取り組む選手たちから力をもらえました。

・【50代女性】女子野球選手の生のお声が聞けて良かったです。

・【60代男性】マドンナ松山の皆さんのトークおもしろかったです。ガンバレ！！
 ・【60代男性】松山のリアル野球少女の声が聞けて良かった。仕事も全力投球できている
 　との話もよかった。

・【60代女性】若いエネルギッシュな選手の生の声を聞けてよかった。

・頑張ってお話ししました😊。

・会場の人たちが笑ってくれたり、拍手をしてくれて
　楽しい会でした。

・楽しかったです。

・楽しく参加できました。ありがとうございます。


